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C  2　　　 女 子 短 大生 の 食 生 活 状 況 と 生 活 活 動 状 況

一　 摂 取エ ネ ル ギ ー に お け る 脂 肪 エ ネ ル ギ ー 比 率 を 中 心 に ー

長 野 県 短 大　　 広 田 直 子

目 的　 近 年、 脂肪 エ ネ ル ギ ー比 率 の 増 加 傾向 が 憂 慮 さ れ、 脂 肪 摂 取 量 の 適 正 化 と 脂 肪 摂

取 にお け る 質 的 配 慮 が 望 ま れ て い る。 そ こ で、 女 子 短 大 生 につ い て、 脂 肪エ ネ ル ギ ー 比 率

の 現 状 と、 比 率 別 に み た 食 物 摂 取 状 況 と 生 活 活 動 状 況、 な ら び に 減 量 行 動 と の 関 わ り に つ

い て 検 討 し、 食生 活 の 健 全 化 の 一 助 にし たい と 考 え た。

方 法　 本 学 食 物 栄 養 学 専 攻 の 女 子 学 生88 名 を 対 象 とし、19  90年 ４ 月 と12 月 の 連 続 し た 平

日 の３ 日 間 に つ い て、 食 物 摂 取 と 生 活 活 動 の 状 況 を 同 時 に 調 査し た。 ま た19  90年 ５ 月 の 定

期 健 康 診 断 時 に 身 長、 体 重、 皮 下 脂 肪 厚 を 測 定し、 体 型 意 識、 ダ イ エ ッ ト 実 施 の 有 無 等 に

つ い て、 ア ン ケ ート 調 査 を 行 っ た。 回 収 率10  0％, う ち 有 効 回 答 は82 名 分（93.2 ％ ）で あ っ た。

結 果　 対 象 者 の う ち 脂 肪 エ ネ ル ギ ー比 率（以 下Ｆ 比 ）が30 ％ 以 上 の 者は41.4 ％,      2 5～3  0％

が35.4 ％、 ２５％ 未 満 が23.2 ％ で あ っ た。 た ん 白 質 エ ネル ギ ー 比 率 は。 い ず れ の 群 も15  % 程

度 で あ っ た。 肥 満 度、 体 脂 肪 率、 希 望 体 重 の 肥 満 度 等 には 有 意 差 は な か っ た。 栄 養 素 等 摂

取 量 で は、 エ ネ ル ギ ー、 脂質, 糖 質 で 有 意 差 が み ら れ、 食 品 群 別 摂 取 量 で は、 Ｆ 比 の 高 い

群 ほ ど 肉 類、 油 脂 類 の 摂 取 量 が 多 か っ た。 脂 質 摂 取 の 食 品 群 別 構 成 比 はF 比 高 率 群で 肉

類、 ア イ ス ク リ ー ム・ 生 ク リ ー ム の 比 率 が 高 く、 卵、 魚 介 類、 大 豆 ・ 大 豆 製 品、 穀 類 が 低

率 で あ っ た。 日 常 の 生 活 活 動 で はF 比 高 率 群 で 計 画的 運 動 が 活 動 時 間、 エ ネ ル ギ ー 消 費

量 と も 多 か っ たが1 日 当り の 総 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 やエ ネ ル ギ ー 出 納 に は 有 意 差 は な か っ

た。 減 量 行 動 と の 関 連で は、 Ｆ 比 低 率 群 が 高 率 群 に 比 べ、 も う 少し や せ たい と 希 望し て い

る 者 の 比 率 が 高 く、 中 間 群で は ダ イ エ ッ ト 経 験 は な い と す る 者 の 比 率が 高 く な っ て い た。
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